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 野

今
年
五
月
か
ら
十
月
ま
で
に
生
れ
た

"
2
 

丁

4

望
．
鹿

赤
ち
ゃ
ん
。

其
の
他
希
望
者
~
死
下
敷

◎
尿
の
検
査
を
し
ま
す
か
ら
も
っ
て
き

広

み

美

子

浩

正

。

て

下

さ

い

。

一

．

明

＜

恵

栄

和

三

5

3

り
の
カ
ゼ
で
す
。

き

美

7

5

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
流
行
性
感
曽
）
＂
し
く
胸
痛
も
で
て
き
ま
す

C
~

赤
ち
ゃ
ん
は
ヴ
ィ
ル
ス
の
感
染
を
受
~

~
保
内
尾
野
甲

6

乙
2

ぃ

久

山

宮

洞

新

上

9

L

フ
ル
ニ
ン
ザ
は
、
高
熱
・
頭
痛
・

3
け
る
と
、
抵
抗
力
が
な
い
た
め
に
す
ぐ
~

は
い
つ
猛
威
を
ふ
る
う
か
わ
か
ら
な
い
~
イ
ン

4

拐

一
腰
痛
が
さ
き
に
あ
ら
わ
れ
た
あ
と
｀
セ
血
密
を
出
し
た
り
セ
キ
を
し
ま
す
＂

~
津
谷
水
平
敷
尾

5

伝
染
病
で
す
。

•
生
麟
敷
屋
9

年

・
ク
ン
な
ど
の
呼
吸
器
の
症
状
が
で
~
カ
ゼ
の
症
状
が
悪
化
し
て
く
る
と
、
~

特
に
こ
と
し
の
冬
は
寒
暖
の
差
が
は
~
キ

色
々
な
余
病
を
お
こ
し
重
症
と
な
る
場
~

~
出
中
上
下
大
大
道
人
世

け
し
い
と
云
う
長
期
予
報
も
セ
て
お
り
二
て
く
る
の
が
特
徴
で
す
。

・
人
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
人
も
云
え
~

ま
す
。
~
初
期
の
も
の
は
、
卵
酒
．
う
ど
ん

ニ
ン
ニ
ク
湯
な
五
る
こ
と
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
症
状
が
~

・
協
定
賃
金
決
ま
る

イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
や
カ
ゼ
の
病
原
体

;-Elな
が
ら
の
不
ギ
汁
・

で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ス
に
効
く
薬
は
｀
現
在
；
ど
を
飲
ん
で
暖
か
く
し
て
休
む
方
法
（
五
碑
む
の
が
早
い
う
え
~
死
亡
率
も
高
い
．
~

．

．

 

す

。

．

t
＇

の
と
こ
ろ
こ
れ
と
云
っ
た
も
の
が
あ
り

3

発
汗
療
法
）
が
意
外
に
効
果
が
あ
る
も
広
の
で
l

ー

穀

物

調

製

ー

ま
せ
ん
の
で
書
お
互
が
十
分
予
防
に
心
：
の
で
す

3
~

．
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
、
朝
夕
き
ま
~

~
町
内
般
物
調
製
者
の
組
合
で
は
．
毎

．
っ
て
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
り
｀
鼻
水
を
だ
~

五
調
製
賃
金
の
協
定
を
行
な
っ
て
い
ま

~
又
｀
洗
面
器
な
ど
の
容
器
に
あ
つ
い
．

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ニ
す
が
、
本
年
の
協
定
賃
金
は
次
の
よ
う

ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
な
ど
い
し
た
り
軽
い
セ
キ
を
す
る
赤
ち
ゃ
ん
が
~

普
通
oJ
カ
ゼ
は
｀
く
し
ゃ
み
・
鼻
み
盃
砺
を
入
れ
｀

ず
・
鼻
づ
ま
り
・
軽
い
セ
キ
・
徴
熱
｀
こ
．
で
ゆ
げ
が
に
げ
な
い
よ
う
に
か
こ
っ
て
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
の
鼻
や
の

i

こ
に
き
ま
り
ま
し
た

U

ど
の
粘
膜
が
敏
感
な
た
め
｀
気
温
が
少
~
~
も
み
お
と
し
一
・
表
一
幽

0
円

の
ど
の
痛
み
な
ど
が
と
も
な
い
ま
す

°
i
鼻
や
口
を
入
れ
｀
湯
気
を
吸
う
（
蒸
気

一

表

一

七

0
円

~
も
み
す
り

こ
じ
ら
せ
る
と
気
管
支
炎
・
肺
炎
な
；
吸
入
法
）
の
も
、
の
ど
の
炎
症
や
痛
み
f

し
で
も
下
が
る
と
そ
れ
が
刺
激
に
な
る
．

~
麦
お
と
し
一
表
一
七

0
円

．． 

焼
麦
牢
と
し
！
•
一
表
ーi
一
ー
ヨ0
円

ど
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
u

そ
ん
な
：
を
や
わ
ら
げ
る
の
に
効
め
が
あ
り
ま
す
点
か
ら
で
、
あ
ま
り
心
配
い
り
ま
せ
ん

3

ぃ

~
こ
の
料
金
は
｀
機
械
の
償
却
｀
労
賃

時
は
高
熱
が
つ
づ
き
、
セ
キ
・
痰
も
檄
．
と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
赤
ち
ゃ
ん
~
こ
の
種
の
カ
ゼ
の
特
徴
は
、
赤
ち
ゃ
~

．
〖
等
を
考
え
て
．
で
き
る
だ
け
サ
ー
ビ
ス
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：
ん
の
き
げ
ん
が
よ
く
亀
元
気
で
食
欲
も
[
昭
和
四
十
三
年
て
月
＋
五
日
、
町
で
り
は
必
ら
ず
洋
服
を
着
用
し
て
出
席
し
て
●

ぶ
り
、
熱
も
な
い
点
て
、
放
っ
て
お
い
~
は
例
年
通
り
成
人
式
を
行
な
い
ま
す
。
玉
＇
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い
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了
こ
価
格
で
す
＂

日

賀

{
本
年
度
の
該
当
者
は
六
十
三
人
に
な
~
式
終
了
後
｀
次
の
よ
う
な
記
念
行
事
ぃ
尚
｀
例
年
乾
燥
不
足
（
特
に
乾
燥
む

t
 

式

旭

祝

射

射

射

身

二

て

も

だ

い

じ

ょ

う

ぶ

で

す

ぃ

．
ら
）
が
多
く
、
ふ

j

つ
か
く
注
意
し
て
醐

す
3

こ
う
い
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
~
っ
て
い
ま
す
が
｀
部
落
長
を
通
じ
て
調
；
名
打
な
い
ま
)

．
た
だ
し
、

成

会

光

賞

注

注

注

注

夏
し
て
も
品
質
が
良
く
な
い
場
合
が
多

落

賀

双

受

肋

防

）

防

防

ニ
い
の
で
｀
今
後
じ
ゅ
う
分
気
を
つ
け
て

所
祝
．
賞
予
予
小
予
）
予
ヴ
ィ
ル
ス
の
感
染
も
受
け
や
す
い
の
で
~
壺
し
｀
在
・
不
在
を
確
か
め
て
か
ら
｀
~
一
、
成
人
者
に
よ
る
意
見
発
表
（
囮
人
）

療

成

生

民

ザ

練

ザ

野

ザ

山

ザ

蕨
燥
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
1

ン
中
ン
正
ン
在
意
は
必
要
で
す
。
~
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
、
当
日
二
「
記
念
諧
演
梶
谷
氷
五
郎
先
生

診

会

完

先

町

ン
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科
習
会
道
郎
菅
ェ
剖
ュ
（
エ
（
エ
~
赤
ち
ゃ
ん
は
あ
た
た
か
い
風
の
な
い
~
は
全
且
出
席
し
て
下
さ
い
。
．
芦
一
，
記
念
撮
影

診
ル

五
を
え
ら
び
｀
戸
外
に
出
し
て
外
気
に
＂
な
お
｀
該
当
者
全
員
が
喜
ん
で
参
加
ぷ
皿
｀
会
食

歯

膳

員
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太

名

ル

幹

会

ル
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呼

吸

器
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ー
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を

丈

夫

に

し

て

9

し
、
は
げ
ま
し
合
え
る
真
の
成
人
式
に
「

紐
抗
力
を
養
い
ま
す
。
~
す
る
た
め
に
｀
本
年
度
の
成
人
式
か
ら
‘
一

即

ク

股

大

山

並

ィ

消

分

イ

場

ガ

イ

居

ガ
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山

~
ま
た
ビ
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、
ヽ
ヽ
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含
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肝
~
式
場
内
で
の
服
装
を
、
ふ
だ
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な
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朱
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な
ど

3

ヒ
タ
ミ
ン
~
れ
た
洋
服
に
統
一
す
る
こ
と
に
致
し
ま
一

月
ご

C
も
ヵ
ゼ
の
予
肋
に
効
呆
が
あ
り
ま
す
＂
~
す
。

ー

~
該
当
者
の
み
な
さ
ん
、
当
日
式
楊
ヘ

ー

こ11月のできごと

コ
ィ
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ル
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|
1

．
が
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
~
十
一
月
十
六
日
よ
り
一
て
い
る
。
：
大
型
機
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
―

そ
の
圧
の
運
営
状
況
、
町
政
全
~
特
に
町
は
道
路
整
備
と
舗
装
の
芍
り
大
一

i

会

議

員

の

研

修

旅

行

に

．

i
 

[
て
研
修
の
概
要
を
記
す
。
〗
般
に
つ
い
て
祭
し
た
が
、
折
り
柄
雨
二
型
機
械
に
よ
り
町
単
串
業
と
し
て
毎
年
一

一

の
為
に
ニ
ュ
ー
メ
ウ
ン
、
酪
農
地
区
こ
度
簡
易
舗
装
を
施
行
し
滉
に
町
道
の
三

t

口
繋
添
窯
惑
窯
窯
砂
恢
笏
舷
笏
咳
笏
笏
彼
~
第
一
の
研
修
地
静
岡
県
修
善
寺
町
．
天

こ
の
町
は
私
達
の
町
の
三
倍
余
の
人
口
入
の
現
地
祝
察
の
み
行
な
い
次
の
予
定
地
：
分
の
了
と
完
了
し
て
い
る
。

り
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
養
蚕
、
酪
農
、

i

；
を
有
し
、
伊
豆
半
島
の
中
央
部
で
地
勢
、
＂
へ
向
っ
た
。

[

ア

キ

ス

に

ご

用

心

り

一

9

位

置

に

恵

ま

れ

温

泉

に

よ

る

観

光

地

と

[

二

齊

け

ぃ

竿

ザ

あ

ま

り

賑

わ

ず

泥

硲

ば

忙

秒

行

一

、

だ

き

た

い

も

の

で

す

。

例

年

、

に

は

飲

酒

運

転

、

昭
相
四
十
一
年
の
右
に
~
：
し
て
又
産
業
振
興
面
に
お
い
て
広
/
,
知
[
第
二
の
研
修
地
栃
木
県
西
那
須
野
／
の
傾
向
が
あ
る
と
側
・
く
。
一

、
に
よ
る
交
通
事
故
が
激
増
す
る
の
で
、
い

町

[

行

政

組

絨

の

部

溶

制

度

は

紐

尻

O

一

一
警
察
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
三
~
よ
り
ま
す
と
、
十
二
月
、
一
月
の
飲
酒
[
年
末
に
な
り
ま
す
と

r

毎
年
い
ろ
い

:
p
れ
て
来
た
o

一

一
一
ー
日
ま
で
の
二
か
月
を
「
飲
酒
運
転
~
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
月
乎
均
二
；

Q
な
犯
罪
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
町
は
農
林
業
二
五
倍
で
あ
る
。
人
ロ
一
九
‘
1
0
0
人
の
新
し
い
町
・
戸
よ
り
七
0
0
戸
程
ほ
で
あ
り
二
十
三
”

．
寸

l

し
、
：
十
七
疇
五
件
で
、
他
の
月
の
平
均
十
八
尋
~
そ
こ
で
、
警
察
で
は
、
犯
罪
や
交
通
二
水
田
三
六
七
ヘ
ク
ク
ー
ル
を
有
し
米
を
．
C

あ
る
、
那
須
野
原
の
一
部
で
唄
治
九
」
部
蕗
で
あ
る
G

連
絡
会
は
年
四
回
程
度
一

一

ぽ
く
滅
運
動
特
別
強
調
門
間
」
と
て

玉
故
を
防
ぐ
た
め
、
歳
末
防
犯
運
動
と

}
H
と
し
て
い
る
が
農
業
構
造
改
善
事
業
；
年
頃
迄
は
碓
草
の
荒
野
原
で
あ
っ
た
が
，
開
催
、
外
二
詞
料
は
町
よ
り
部
落
へ
出

i

一

一
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
に
六
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

っ

と

め

て

お

り

ま

す

°

[

ま

た

、

死

傷

者

の

数

も

、

他

の

月

の

こ

年

末

警

戒

を

行

な

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

は

酪

農

を

挙

げ

て

い

る

。

盗

塁

g
十
八
年
先
覚
者
に
よ
っ
て
疎
水
路
．
向
い
て
懇
餃
し
て
い
る
。
手
当
に
つ
い

み
な
さ
ん
が
た
も
、
年
末
年
始
を
明
ぃ
二
倍
近
く
に
な
っ
て
お
り
ま
す
C

j

み
な
さ
ん
も
自
分
の
主
命
や
財
産
を
~
昭
相
三
十
八
年
度
か
ら
四
十
年
度
迄
[
品
野
瞑
‘
各
地
ょ
り
開
拓
者
が
郊

I
Yり
八
~
ず
占
5
二
部
落
六
o
゜
O
円
と

l
戸
当
り

る
＜
楽
し
く
過
ご
す
た
め
、
い
こ
の
よ
う
に
年
末
年
始
に
飲
酒
運
転
」
守
る
た
め
、
犯
罪
や
交
通
事
故
を
防
ぐ
~
に
飼
料
畑
の
基
盤
整
備
八
八
、
四
ヘ
ク
ニ
十
年
の
歴
史
と
聞
く
。
一
面
の
平
担
部
」
ュ
0
円
を
支
給
し
て
い
る
。

す
。
：
タ
ー
ル
、
事
業
費
六
、
九
―
―
-
0
万
円
近
こ
で
山
と
言
え
ば
四
、
五
0
米
位
の
も
の
~
農
家
の
出
稼
者
も
農
閑
期
を
利
用
し

0

酒
を
飲
ん
だ
ら
、
ハ
ン
ド
ル
を
＂
に
よ
る
事
故
が
多
い
原
因
は
、
忘
年
会
｀
丁
ょ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
で
｝

二
全
分
の
一
は
あ
る
様
憬
。

一
持
た
な
い
。
、
ス
マ
ス
、
正
月
、
新
年
会
と
酒
を
~
年
末
に
は
、
ア
キ
ス
ね
ら
い
に
よ
る
五
八
化
施
設
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ー
モ
ロ
ぷ
」
あ
ろ
う
。

＂
ク
リ

゜
冦
害
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
」
コ
ッ
刈
機
）
牛
舎
等
九
、
一
―
五
万
円
、
~
昭
和
三
十
年
ニ
ヶ
町
村
合
併
悛
観
光
，
役
場
庁
舎
は
大
正
初
期
の
も
の
と
思

0

運
転
す
る
前
に
は
、
酒
を
飲
ま
~
飲
む
機
会
が
続
く
た
め
で
す

；
プ
ー
ム
と
共
に
発
展
し
て
い
る
。
＂
わ
れ
た
が
人
造
り
の
為
の
公
民
館
は
二
、

な

い

。

＂

当

町

で

も

、

昨

年

飲

酒

運

転

に

よ

る

＂

そ

れ

は

、

各

種

の

贈

り

物

や

正

月

用

3

融
資
事
槃
と
し
て
牛
舎
、
サ
イ
ロ
等
、

。
~
品
な
ど
の
買
い
物
の
た
め
、
不
完
全
な
＂
三
、
七
七
一
万
円
の
事
業
を
実
施
し
て
~
・
七
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
本
年
春
竣
工
、

0

運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
飲
ま
，
死
亡
事
故
が
一
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
．

：
内
容
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

さ

な

い

°

[

こ

の

よ

う

な

い

た

ま

し

い

事

故

を

今

戸

締

ま

り

の

ま

ま

で

家

を

る

す

に

し

が

i

い
る
、
乳
牛
の
導
入
は
六
0
0
頭
に
及
[
研
T
修
砿
氾
を
J

目

{

て

●

i

本
町
も
一
市
二
町
の
広
城
都
市
計
画

の
「
三
な
い
運
動
」
を
実
行
し
て
い
た
~
年
は
出
さ
ぬ
よ
う
み
な
さ
ん
一
人
-
人
[
ち
だ
か
ら
で
す
。

;
3
一
戸
当
り
飼
養
頭
数
は
五
乃
至
七
頭
~

．

す

る

こ

と

。

手

足

を

ぬ

ら

し

た

ら

、

そ

：

を

樹

立

中

と

間

く

。

家
を
る
す
に
す
る
と
き
は
、
戸
締
ま
;
」
‘
飼
料
畑
に
通
ず
る
道
路
は
勿
論
整
~

地
方
に
よ
っ
て
多
少
ち
が
い
ま
す
が
~

町
議
会
総
務
委
員
長
＂
そ
の
他
議
会
迎
営
、
町
政
全
般
に
渉

全
国
学
童
の
四
0
バ
ー
セ
ン
ト
は
し
も
[
の
ま
ま
に
し
て
ぉ
か
ず
r

乾
い
た
布
で
り
を
す
る
の
が
常
識
に
な
つ
て
い
ま
す
;
圃
さ
れ
て
い
た
o

が
、
こ
の
常
識
が
な
か
な
か
守
ら
れ
て
~
最
近
は
み
か
ん
、
栗
、
し
い
た
け
、

9

中
居
喜
代
光
ェ
り
―
―
一
時
間
聴
取
し
参
考
と
な
る
も
の
が

や
け
に
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
も
：
よ
く
ふ
い
て
お
く
こ
と
。

i

手
袋
や
靴
下
、
地
方
に
よ
っ
て
は
耳
い
な
い
よ
う
で
す
。
」
植
林
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
~
農
家
は
三
分
の

l
で
主
と
し
て
水
田
；
あ
っ
た
。

や
け
は
な
り
や
す
い
年
令
が
あ
っ
て
、
、

い
ち
ば
ん
多
い
の
が
学
童
期
、
そ
し
て
~
当
な
ど
も
早
め
に
用
い
る
こ
と
。
う
ち
だ
け
は
だ
い
じ
ょ
う
ぷ
、
い
な
~
農
家
の
出
稼
者
は
や
は
り
相
当
数
あ
＂
に
よ
る
経
営
で
あ
る
°
[
第
三
の
研
修
池
東
京

u

な
こ
と
は
な
い
、
と
思
；

e
模
様
で
あ
る
。
~
農
業
構
造
改
普
事
業
は
四
区
の
バ
イ
~
新
興
日
本
の
汀
邸
大
襄
点
は
目
ま
ぐ

思
春
期
で
、
三
十
オ
を
す
・
た
だ
し
手
袋
や
靴
下
の
ゴ
ム
や
ヒ
モ
か
だ
か
ら
そ
ー

っ
て
い
る
方
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
~
次
に
観
光
関
係
は
地
理
的
な
好
条
件
＂
ロ
ッ
ト
地
区
と
し
て
事
業
の
推
進
を
図
~
る
し
い
発
展
途
上
に
あ
る
。

坊
ぎ
る
と
次
第
に
減
少
す
る
；
て
き
っ
く
し
て
血
の
め
ぐ
り
を
悪
く
し

~
 

の
が
普
通
で
す
。
~
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。
が
、
犯
罪
は
い
つ
、
ど
こ
で
お
き
る
か
こ
に
よ
り
温
泉
旅
館
等
は
数
多
く
建
ち
蚊
；
っ
て
い
る
事
業
は
土
地
区
画
整
備
、
大
~
高
喝
ビ
ル
の
建
設
、
地

F

訣
、
宜
翌
速

予
翌
の
し
も
や
け
は
、
か
ら
だ
の
~
た
べ
も
の
は
、
バ
タ
ー
な
ど
の
油
を
わ
か
り
ま
せ
ん
。
：
ん
で
い
る
。
轟
盃
衷
機
具
整
備
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ッ

r
i

道
路
、
都
市
拡
張
等
々
団
舎
行
は
只
且

こ
の
よ
う
な
考
え
は
禁
物
で
す
。
~
城
山
へ
通
ず
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
始
；
ベ
ル
、
稲
刈
機
等
）
酪
農
に
つ
い
て
は
、
~
を
み
は
る
の
み
で
あ
る
。

な、、

Pヽ

寸
一
部
分
が
冷
え
て
血
液
の
}
つ
か
っ
た
も
の
、
牛
乳
。
レ
ー

医
t~;, 

や
循
環
が
悪
く
な
り
、
栄
養
：
ん
じ
ん
な
ど
ピ
タ
ミ
ン
A

を
お
お
く
含
家
を
る
す
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
ヵ
●
め
、
自
然
公
園
の
道
路
璧
備
r

町
営
プ
五
文
古
腔
備
と
乳
牛
の
導
入
機
械
化
、
養
[
国
会
痒
峨
事
堂
を
見
学
の
阪
、
衆
議
院

ロ

~
会
館
に
毛
利
、
阿
部
代
濃
士
な
訪
間
当

も
障
害
を
起
し
た
も
の
で
、
．
ん
だ
も
の
や
、
く
だ
も
の
で
は
カ
キ
。
ギ
を
か
け
て
隣
近
所
の
人
に
よ
く
頼
ん
丁
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
場
等
観
光
施
設
に
は
平
涵
諏
の
共
同
飼
育
所
、
桑
園
造
成
、
町
の
｀

一

[

-

、

．

0

0

0

万

円

を

投

じ

て

い

る

。

二

血

す

る

町

政

問

題

に

つ

い

て

煉

情

忍

談

這
路
舗
装
機
械
橙
備
等
で
あ
る
。

し
手
や
足
、
耳
な
ど
が
か
か
＂
ミ
カ
ン
な
ど
ピ
タ
ミ
ン

C

の
お
お
い
も
で
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

り
や
す
い
の
で
す
。
；
の
が
よ
く
、
そ
の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン

k

（
~
温
泉
街
の
近
く
山
の
上
に
広
城
に
渉
~
耕
地
の
区
画
整
備
は
大
部
分
が
開
墾
~
の
悛
哀
京
を
成
に
大
阪
に
向
い

K
‘
阪
中

し

も

や

け

が

で

き

る

と

か

ゆ

い

し

、

丘

胚

芽

に

含

ま

れ

て

い

も

血

液

の

循

国

保

車

の

運

休

｀

ニ

ュ

ー

ク

ウ

ン

と

郵

政

省

関

係

保

養

悶

J

同
時
に
完
備
し
て
お

IIJ
一
枚
の
出
畑
丁
央
市
憾
肉
市
場
平
ザ
を
況
嘱
し
二
十
三

く
ず
れ
て
カ
イ
ヨ
ウ
に
な
っ
た
と
こ
る
」
環
を
よ
く
し
ま
す
。
口
七
ン
ク
ー
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
工
ー
五
ア
ー
ル
よ
り
二
0
ァ
ー
ル
の
も
の
~
日
朝
一
行
は
無
祁
帰
町
し
たc

か
ら
バ
イ
菌
が
は
い
る
と
化
膿
し
、
＜

i

直
三
、
九
四
一
平
方
米
）
の
建
物
も
あ
；
と
な
っ
て
お
り
耕
地
面
積
は
田
一
、
六
~
以
上
は
大
岐
で
あ
る
が
囮
平
に
一
匝

ず
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
傷
あ
と
が
残
る
~
例
年
の
通
り
、
四
十
三
年
一
月
一
日
二
り
、
そ
の
堆
大
な
る
景
観
に
目
を
み
は
面
四
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
六
一
八
ヘ
ク
ク
~
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
広
く
這
町

ー

三

日

ま

で

の

三

日

間

、

国

二

0
0

丁
：
ご
に
一
農
家
平
均
一
、
五
ヘ
タ
ク
ー

i

村
を
視
察
し
自
か
ら
を
培
い
、

9
F

の

こ
と
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

9

礼
，
ヽ

し
も
や
け
の
で
き
や
す
い
人
は
、
予

9

の
連
を
休
み
ま
す
。
~
将
来
こ
の
町
は
隣
接
町
村
と
都
市
計
丁
ル
程
度
で
あ
る
。

9
町
政
、
汲
へ
、

h
'

り
ど
、
い
ま
し
ょ
う
。
~
二
問
を
進
め
る
為
に
組
合
立
の
衛
生
施
設
、
~
重
点
を
機
械
化
の
共
き

□
血
に
得
る
し

札
1
9

ー

不

た

し

ふ

小

道

、

給

食

＇

て

ン

ク

ー

等

を

押

し

進

め

箪

小

作

は

耕

う

ん

作

業

ょ

一

J

'

侶
し
ま
す
。

そ

れ

に

マ

ッ

サ

ー

ジ

H

飲

酒
の
防
犯

転

は

命

と

り

戸
締
ま
り
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

察

署

三
し日


